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はじめに 

私が「哲学」と向き合うこと、それ自体が純粋経験の連続ではないかと思います。「哲学」という

名称以外は何も知らず、「難しそう」というイメージしかもてませんでした。冊子の本文を読むだけ

で、文章の読みづらさや言葉の難しさを感じ、いかに自分の知識や経験を結び付けて理解に近づけ

ようかと必死になっても、なかなか理解が進みません。しかし、このことを続けていることこそが

「経験」なのだろうと考えるようになりました。以下、西田の「純粋経験」とどれだけ繋がるかは

分かりませんが、私自身の経験を載せたいと思います。 

 

初めてのことは不安 

３年間の中学校勤務を終えて小学校にかわった際、初めて学級担任となり「総合的な学習の時間」

をもつことになりました。教科書が無いので、何をやるにも「担任が知らないことを授業で行える

のか」「見通しのもてないことをやって学習が成り立つのか」と、不安で、悩み、他の先生の真似ご

としかできませんでした。（真似事すらもできていなかったかもしれません） 

 

不安＋経験 → 勇気「やってみよう」 

同僚に誘われて、昨年度２月に開催された研修会に参加させていただき、初めての和太鼓体験を

しました。過去に太鼓の公演を鑑賞したことはあるものの、「大きな太鼓がある」「“ドン”という大

きな音が出る」という程度のことしか知りませんでした。和太鼓のバチを握った際に感じた、太さ、

重さ、材質、滑らかさなど、予備知識のない、純粋に感じたことでした。実際に叩いてみると、講

師の先生の出す音と自分の出す音の響きや空気の振動が全く違いました。「いったいなぜここまで違

うのだろう」と考えながら練習していくうちに分かってきたことがありました。それは、講師の先

生が楽しそうな表情で体全身を動かして叩いているのに対し、私は失敗をしないようにタイミング

を合わせていくことに精一杯で、腕の動きのみで叩いているということでした。 

経験・・・事実そのままに知るということ。 

     まったく自己の細工を棄てて、事実に従って知ること。 

純粋・・・毫
ごう

（きわめて僅かなこと）も思慮分別を加えない、真に経験そのままの状態。 

     これは〇〇であるという判断すら加わる前の状態。 

純粋経験・・・直接経験と同一。経験の最醇
さいじゅん

なるもの。 

       経験を繰り返し、判断が厳密に行われるようになると、純粋経験の形となる。 

間接経験・・・経験に基づいて推理せられたる知識（ヴント） 

自分自身が直接その物事に関わったことがなくても、直接経験に基づいて推理す

ることができる経験。 



太鼓を自分で叩くうちに、自分の出す音が大きくなってきたり、仲間とタイミングが合って更に

大きな音として教室に広がっていったりして、太鼓や研修仲間と一体感を感じるようになりました。

この研修こそが、純粋経験に気付きや喜びが加わり、新たな「経験」となっている場面ではないか

と思います。２時間ほどの研修でしたが、私自身、喜びを感じ、勇気を出してクラスで一緒にやっ

てみたいと思うようになりました。 

 

K 君の「クラスの皆とかっこよく演奏したい！」の一言で 

それから１月後の３月、総合の時間で太鼓をやっている５年生

の担任の先生からお誘いを受け、当時３学年だったクラス全員で

５年生の太鼓発表を鑑賞し、太鼓を教わりながら叩く体験もさせ

てもらいました。クラスの半分以上の子どもたちは保育園時代に

経験があったそうですが、太鼓の物が全く違っていたそうです。

クラスの K 君は、今回初めて太鼓を体験したようで、「お兄ちゃ

んが太鼓やってて、発表の時かっこよかった。家の中と太鼓やっ

ている時（の姿）は全然ちがう。ぼくも太鼓をやって楽しかったし、クラスの皆と一緒に汗をかき

ながらかっこよく演奏したい。」と担任に話してくれました。私は、K君がお兄さんの練習の姿と発

表の姿を両方観ていたからこそ、練習の大変さやクラスで一体となった５年生の良さに気づけたの

だと思い、「ぜひやりたいね。その気持ちを皆に伝えたら、賛成してくれるかもしれないね！」と

励ましました。 

４年生になり、K 君の願いがクラスに伝わって太鼓に決まりました。現在の課題は「全員のバチを

どうやって用意するか」です。 

 

 

 

 

正直、日頃の授業よりも話し合いが活発で私も驚きました。私の２月の体験で感じた「クラスで

一緒にやってみたい」という気持ちと K 君の「クラスの皆とかっこよく演奏したい！」という気持

ちはきっと根本は同じで、「やってみたら、すごく面白かった」ということではないでしょうか。

そう考えると、同じことを感じることができて嬉しくなりました。私の今後の課題は、まずはやっ

てみること、子どもの気持ちにいかに気づき、近づき、寄り添い、活動できるかだと思います。 

「６年生に借りたらどうかな。」「１組が空き缶を集めているから、３組もやろうよ。」「いらない本を近

所からもらって、売ったら？」「６年生、よもぎを集めているよね。いくらになったのかな。休み時間に聞

いてくる！」「家の近くにたくさん竹が生えているけど、竹じゃだめなのかな？」 


